
8月29日（木）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町2-3-3

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜市役所

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

きれいな肌を取り戻そう！ ～しわ、たるみ、しみ、いぼ、ほくろをどう治すか～
　顔や皮膚の老化のメカニズム、そして
“若返りの治療”についてわかりやすく解説
します。このまま放っておくか、昔のような
美しさを取り戻すかは、皆さんの自由です。
是非ご参加ください！

次回予告

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
形成・美容外科

開田 恵理子 医師

9月26日（木）開催
【講師】 放射線科　村上拓郎 診療放射線技師
「放射線検査について知ろう（仮）」

アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR（京浜急行）新子安駅より
無料シャトルバス（約5分）

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

8月30日（金）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

片頭痛ってなんだろう？ ～片頭痛の対処法について～
　「片頭痛（へんずつう）」と一言でいっ
ても、一過性のものから継続性のものまで
幅広い種類があります。今回は、帝京大学
教授で当院の神経内科（頭痛外来）を
担当している馬場医師が、片頭痛について
わかりやすく解説します！
次回予告
9月19日（木）13：00～14：00
【講師】 外科　山本史歩 医師
「胃の痛みありませんか？ ～ピロリ菌について～（仮）」

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
神経内科（頭痛外来）

馬場 泰尚 医師

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中
に
対

す
る
具
体
的
な
予
防
と
発
症
に
備

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

同
院
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
）で
は
、３
コ
ー
ス
の
脳
ド
ッ

ク
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
検
査

を
組
み
込
ん
だ
も
の
も
あ
り
、
も

の
忘
れ
が
気
に
な
る
人
に
は
特
に

お
す
す
め
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

詳
し
く
は
、同
院
（
左
記
参
照
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
外
来
】
で
す
。

　

横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、

副
院
長
の
石
井
映
幸
医
師
が
、
脳

神
経
外
科
専
門
医
と
し
て
の
専
門

的
な
視
点
で
診
断
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
認
知
症
の
症
状
と
間
違
わ

れ
や
す
い
病
態
（
意
識
障
害
・
う

つ
病
・
甲
状
線
機
能
低
下
症
な
ど
）

と
の
判
別
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
で
は
予
防
も

　
【
脳
ド
ッ
ク
】
で
は
、
脳
卒
中

の
危
険
因
子
で
あ
る
「
生
活
習
慣

病
」
を
採
血
検
査
や
問
診
な
ど
で

調
べ
、
さ
ら
に
画
像
診
断
で
脳
や

頭
頚
部
の
血
管
の
状
態
も
分
析

し
、
脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す
さ
を

把
握
し
ま
す
。

専
門
外
来
で
診
断

　
「
も
の
忘
れ
」
に
は
、
①
正
常

加
齢
に
よ
る
も
の
と
、
②
病
的
認

知
症
の
初
期
段
階
に
よ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
検
査
・
判
断
を

行
な
う
専
門
外
来
が
、【
物
忘
れ

　

物
忘
れ
専
門
外
来
が
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
」（
鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22
）
で
は
、
日
本

脳
神
経
外
科
学
会
の
専
門
医
で
あ
る
石
井
映
幸
副
院
長

が
、認
知
症
の
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

と
で
治
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

【
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
】

　

脳
に
溜
ま
っ
た
「
脳
脊
髄
液
」

を
、
体
内
の
他
の
部
分
に
バ
イ
パ

ス
す
る
適
切
な
シ
ャ
ン
ト
術
に

よ
っ
て
、
症
状
が
改
善
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
慢
性
硬
膜
下
血
腫
】

　
血
腫
が
大
き
く
脳
へ
の
圧
迫
が

強
い
場
合
に
、
手
術
が
選
択
さ
れ

ま
す
。
血
腫
が
小
さ
く
脳
へ
の
圧

迫
が
少
な
い
場
合
に
は
、
漢
方
薬

な
ど
の
服
用
も
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
投
薬
治
療
な
ど
に

よ
っ
て
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
完
全
に
治

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
手
術
治
療
を
施
す
こ

　

認
知
症
に
は
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
人
の
高
齢
者
が
罹
患
し

て
い
る
多
く
は
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
」「
脳
血
管
性
認
知
症
」

で
す
。

ふれあい横浜ホスピタル
形成・美容外科

開田 恵理子 医師

　
（
開
田
医
師
）「
身
体
の
機
能
面

だ
け
で
な
く
、
見
た
目
を
美
し
く

治
す
よ
う
に
心
が
け
る
観
点
か

ら
、『
美
容
（
※
自
費
診
療
）』
も

形
成
外
科
に
お
い
て
は
、
大
事
な

一
分
野
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
美
容
整
形
の
手
術
は

行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
医
療

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る〈
し
み
〉〈
イ
ボ
〉

〈
く
す
み
〉〈
ム
ダ
毛
〉
の
治
療
の

ほ
か
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
ボ
ト
ッ

ク
ス
注
射
に
よ
る
〈
し
わ
〉
の
治

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
院
が

推
奨
す
る
化
粧
品
も
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
が
、
よ
り
美
し
く
快

ひ
と
つ
を
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
体
の
表
面
の
あ
ら
ゆ
る
範

囲
が
対
象
で
す
の
で
、
生
ま
れ
つ

き
の
も
の
や
、
手
術
後
の
変
形
、

皮
膚
の
で
き
も
の
、
ま
ぶ
た
の
改

善
、
け
が
、
顔
の
骨
折
、
や
け
ど
、

床
ず
れ
、
難
治
性
潰
瘍
な
ど
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

傷き
ず
の
治
り
具
合
が
気
に
な
る
場

合
は
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
②
】

　

形
成
外
科
と
聞
く
と
、「
美
容

整
形
？
」と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
っ
て
治
療
な
ん
で
す
か
？

ん
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
理
由
は
、
細
胞
レ
ベ
ル

で
起
こ
っ
て
い
る
内
容
に
よ
っ
て

違
い
が
出
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

形
成
外
科
の
手
術
で
は
、
傷き
ず
を

治
そ
う
と
す
る
細
胞
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
（
創
傷
治
癒
）
を
、
で
き
る
だ

け
正
常
に
近
づ
け
る
よ
う
に
治
療

し
ま
す
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
で
は
、
傷き
ず

の
方
向
や
メ
ス

の
入
れ
方
、糸
の
種
類
や
縫
い
方
、

ガ
ー
ゼ
の
当
て
方
、
抜
糸
を
し
た

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
、
一
つ

【
よ
く
あ
る
質
問
①
】

　

同
じ
よ
う
な
傷き
ず
で
も
、
な
ぜ
、

す
ぐ
に
治
る
場
合
と
、
そ
う
で
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
す
か
？
き
れ

い
に
治
る
時
と
、
目
立
つ
痕あ
と

が

残
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。

　
（
開
田
医
師
）「
同
じ
よ
う
な
傷き
ず

で
も
、
治
り
具
合
や
傷き
ず
あ
と痕

が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
よ
ね
。
み
な
さ

　

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で

は
、
傷き
ず
あ
と痕
の
手
術
治
療
や
し
み
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当

す
る
開
田
医
師
に
、
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
り
ま
す
。

形
成
外
科
▼
▼
外
表
面
の
改
善

　

こ
れ
に
対
し
、「
形
成
外
科
」

で
は
、
外
表
面
、
つ
ま
り
全
身
の

皮
膚
や
軟
部
組
織
の
疾
患
を
扱
う

こ
と
が
多
い
診
療
科
目
で
す
。

　

身
体
に
生
じ
た
組
織
の
異
常
や

変
形
、
欠
損
、
あ
る
い
は
整
容
的

な
不
満
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手

法
や
特
殊
な
技
術
を
駆
使
し
て
、

機
能
だ
け
で
な
く
、
形
態
的
に
も

よ
り
正
常
に
、
よ
り
美
し
く
す
る

こ
と
で
、
患
者
の
生
活
の
質
が
向

上
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
く
外

科
系
の
専
門
領
域
で
す
。

　

特
に
顔
面
骨
に
関
し
て
は
、
よ

り
整
容
的
予
後
が
重
視
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
場
合
、
整
形
外

科
で
は
な
く
形
成
外
科
が
扱
い
ま

す
。

　

当
然
、形
成
外
科
的
治
療
で
は
、

整
容
的
予
後
を
重
視
し
、
整
形
外

科
的
治
療
で
は
、
機
能
予
後
に
重

き
が
お
か
れ
ま
す
。

と
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
筋
肉
と
、

そ
れ
ら
を
支
配
す
る
神
経
系
か
ら

な
る
「
運
動
器
」
の
機
能
的
改
善

を
目
指
す
外
科
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
人
間
の
体
の
土

台
骨
で
あ
る
〈
背
骨
〉
と
〈
骨
盤
〉

と
〈
四
肢
〉
が
、
主
な
治
療
対
象

に
な
り
ま
す
。
背
骨
と
脊
髄
を
扱

う「
脊
椎
外
科
」、上
肢
を
扱
う「
手

の
外
科
」「
肩
関
節
外
科
」、
下
肢

を
扱
う
「
股
関
節
外
科
」「
膝
関

節
外
科
」「
足
の
外
科
」、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
け
が
や
障
害
を
扱
う

「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
な
ど
を
は
じ

め
、
そ
の
専
門
分
野
は
多
岐
に
わ

い
ま
す
。
で
は
、
ど
こ
が
違
う
の

で
し
ょ
う
か
。

整
形
外
科
▼
▼
運
動
器
の
治
療

　
「
整
形
外
科
」
は
、
身
体
の
芯

に
な
る
骨
・
関
節
な
ど
の
骨
格
系

　
「
形
成
外
科
」
と
「
整
形
外
科
」

は
、
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
特
に
整
形
外
科
は
外
傷
な
ど

で
世
代
を
問
わ
な
い
受
診
者
が
い

る
の
で
、
形
成
外
科
に
比
べ
て
、

多
く
の
人
に
馴
染
み
が
あ
る
と
思

　
「
形
成
外
科
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
疾
患
が
対
象
で
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
な
っ

て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
「
今
更
、
聞
け
な
い
」
と
い
う
人
は
意
外
と
多
い

よ
う
で
す
。
今
回
は
整
形
外
科
と
比
較
し
て
、
形
成
外
科
と
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

形成外科形成外科

整形外科整形外科

表面に生じた異常・変形・欠損や、
先天奇形、外傷、腫瘍などの
トラブルに対処
傷痕

先天奇形
眼瞼下垂皮膚腫瘍

難治性潰瘍

身体の姿勢や運動に関係する
部位である四肢（手・足）、脊椎（背骨）
などのけがや病気に対処

腰痛 膝痛
姿勢異常

肩こり
運動障害

画
像
や
問
診
、
採
血
検
査
な
ど
か
ら

「
も
の
忘
れ
」
を
専
門
的
に
診
断
す
る

外
来
を
担
当
し
て
い
る
石
井
副
院
長

脳簡易検査コース
検査 約３０分
MRIの画像検査が中心

検査 約１時間
MRIのほか高感度CRP採血など

脳ドックAコース

検査 約２時間
もの忘れに関わる検査を組み込んだもの

脳ドックBコース

ふれあい鶴見ホスピタル ☎０４5（５８６）１７１７ご予約

脳ドックのご案内

オス
スメ！

物忘れ専門外来
毎週火曜日午後
完全予約制

正常

慢性硬膜下血腫
頭蓋骨の内側（くも膜と硬膜の間）に
血液の固まり（血腫）ができ、
脳が圧迫されてしまう

けっしゅ

水頭症
脳が頭蓋骨にぶつからないように
ある脳脊髄液が過剰分泌され、
逆に脳が圧迫されてしまう

くも膜

硬膜

血腫

頭蓋骨

脳室

脳室

脳室

美白クリーム

適
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
、

医
療
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

認
知
症
の
判
断
に
脳
ド
ッ
ク
＆
専
門
外
来

手
術
で
治
る
認
知
症
も
あ
る
！

〜
現
場
の
医
師
が
答
え
ま
す
〜

「
同
じ
傷き
ず
で
も
、な
ぜ
治
り
具
合
が
違
う
の
？
」

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
開
田
恵
理
子 
医
師

　

  

整
形
外
科
と
比
較
！

　
　
　
　
　

  「
形
成
外
科
」の
対
象
と
は

2019年8月

No.40
横浜版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

1



今月
の

今月
の

「ナーシングローズヴィラ鎌倉」では現在、
入居者を募集しています（２部屋）。それぞれ
個室で、高齢者が生活しやすい空間です。
スタッフや施設の雰囲気は、見学会で
必ず体感を！各日１組限定なので、
気になるところをしっかり確認できます。
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常借家契約（2025.7.14迄）／住居の権利形態：利用権方式／共用施設：食堂・一般浴室・機械浴室・機能訓練室・談笑コーナー・健康管理室・一時介護室・エレベー
ター／居室：18.62～35.71㎡〈設備：エアコン・洗面台・ウォシュレット付トイレ・ナースコール・クローゼット・テレビ回線・電話回線〉／募集：２室（全30室）／入居金
額：850万～1450万円（返還金制度有）／管理費151,200円（「自立」は健康管理費21,600円）、食費68,040円（月30食の場合）／広告期限2019.9.16

予約・お問合せ

ナーシングローズヴィラ鎌倉
鎌倉市上町屋７３３１ー

TEL：0467-42-8666
湘南モノレール

北鎌倉駅

304

32
鎌倉中央
公園

大船駅
湘南町屋駅

湘南町屋駅から
徒歩5分

Here!Here!

医療グループが経営母体なので、病
院現場と同等の「個別リハビリ」や「集
団リハビリ」を、
理学療法士から
受けられます。
豊富なメニュー
で希望に沿うこ
ともできます。

看護師が常駐し、日頃の生活動作を評価していま
す。「自分でできることは無理のない範囲で自分で
行なう」という方針で、行き
過ぎた介護を防ぐとともに、
スタッフが入居者をいつも
温かく見守る体制がとられ
ています。イベントも皆で
仲良く楽しめます。

8／24　～9／813：00から毎日13：00から
土

日

各日１組限定※先着申込順

1F 共有部

2F 居室部

3F 居室部

●２部屋、ともに個室（19.12m2、20.84m2）
●入居はおおむね６５歳以上の
 「自立」から「要介護５」が対象

募 

集

第
9号

キリトリ

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

シニアホテル東戸塚
サウスウイング
横浜市戸塚区上品濃１６１ー５

　 ０120‒35‒2240

電車 JR東戸塚駅西口から
無料シャトルバスで５分、
または徒歩１５分

車 有料道路「横浜新道」
川上ICから５分

「住宅型」といっても、ここのホームは
要介護５になってもそのまま入居が可能！
各フロアに娯楽スペースがあるので、毎日を楽しく送れます。

無料　  
   あり

P
横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

上品濃
公園

湘南医療大学

西口

ココ
シャトル
バス
乗り場

問
合
せ・申
込
み

ACCESS

外観

昼食例

住宅型有料老人ホーム

シニアホテル東戸塚サウスウイング

キ
リト
リ

キ
リトリ

キリトリ

キリトリ

8／24  ～9／1土 日 9／7  ～9／16土 月・祝

施設見学会無 料
昼食付き

事前
申込制
〈先着

順〉

第１弾 第2弾

昼食も無料 周囲の施設（病院・老健など）の見学可個別相談可能

車
椅
子
で
も
楽
し
め
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

室
・
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
、
各
フ

ロ
ア
に
は
多
目
的
ル
ー
ム
（
デ
イ

ル
ー
ム
）
も
あ
る
の
で
、
カ
ラ
オ

ケ
や
麻
雀
、
囲
碁
・
将
棋
な
ど
の

娯
楽
で
利
用
で
き
る
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
」。

　
（
入
居
者
Ｄ
さ
ん
）「
協
力
医
療

機
関
の
『
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
』
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
は
、

年
末
年
始
・
お
盆
も
関
係
な
く
徹

底
さ
れ
て
い
る
の
で
一
年
中
、
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
に
よ
る
週
３
回
の
無

料
の
体
操
教
室
も
楽
し
い
で
す
」。

い
安
心
感
が
あ
り
ま
す
」。

　
（
入
居
者
Ｃ
さ
ん
）「
私
は
居
室

が
広
い
こ
と
が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。他
施
設
と
比
較
し
ま
し
た
が
、

最
多
タ
イ
プ
Ａ
（
24
．
８
㎡
／
全

１
０
０
室
）
で
も
広
め
で
す
。
前

払
金
１
７
０
０
万
円
か
ら
で
月
額

利
用
料
は
22
万
２
０
１
７
円
（
食

費
込
）
と
い
う
説
明
も
、
入
居
前

に
し
っ
か
り
と
聞
き
ま
し
た
。
夫

婦
部
屋
は
私
の
時
に
は
満
室
で
し

た
が
、今
は
空
き
が
あ
る
そ
う
で
、

夫
婦
で
入
居
で
き
る
と
、
よ
り
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。
居
室
に
は
浴

　
（
入
居
者
Ａ
さ
ん
）「
ホ
ー
ム
に

介
護
士
さ
ん
が
常
駐
し
て
い
る
の

で
、
必
要
な
介
護
を
い
つ
で
も
受

け
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
や
、
緊

急
時
・
夜
間
を
含
む
24
時
間
体
制

が
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
専
属
の
看
護
師
さ
ん

も
い
る
の
で
、日
々
の
健
康
管
理
・

服
薬
指
導
・
相
談
の
ほ
か
、
通
院

付
添
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
が
い
い
で
す
ね
」。

　
（
入
居
者
Ｂ
さ
ん
）「
私
も
同
じ

で
す
。
こ
の
先
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
ら
『
介
護
付
ホ
ー
ム
』
に

移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
そ
う
で
、
そ
れ
に
対
し
て

『
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
』
は
そ
の
よ

う
な
心
配
が
い
ら
な
い
こ
と
も
安

心
で
す
。
私
は
、
今
は
元
気
で
す

が
、
こ
こ
は
要
介
護
５
で
も
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
自
宅

で
受
け
る
の
と
同
様
に
、
介
護
保

険
の
自
己
負
担
分
（
１
～
３
割
）

で
外
部
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
宅
で
生

活
し
て
い
る
の
と
何
も
変
わ
ら
な

　

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
か
ら
徒
歩
15
分
（
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
５
分
）
に
あ
る
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
」
は
、
品
濃
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
閑
静
な
土
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。〈
全
て
個
人
の
感
想
で
す
。〉

　

○
…
「
産
婦
人
科
病
棟
の
看
護

ス
タ
ッ
フ
は
、全
員
が
『
助
産
師
』

の
資
格
を
所
有
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
当
院
（
康
心
会
汐
見
台
病

院
）
は
施
設
面
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
に
も
、
妊
婦
さ
ま
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
分
娩
病
院
だ
と
思
い

ま
す
」
と
微
笑
み
な
が
ら
穏
や
か

に
話
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
病

院
な
ど
で
主
に
婦
人
科
系
の
手
術

治
療
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
同
院

に
今
夏
、
着
任
し
ま
し
た
。
不
妊

治
療
の
ほ
か
、
子
宮
筋
腫
や
卵
巣

腫
瘍
、
月
経
不
順
な
ど
の
一
般
婦

人
科
疾
患
を
担
当
（
外
来
は
毎
週

火
・
水
曜
日
）
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
女

性
の
生
き
方
を
考
え
た
時
、
ダ
イ

レ
ク
ト
に
貢
献
で
き
る
の
が
産
婦

人
科
か
な
」
と
分
析
し
、
そ
れ
を

決
定
づ
け
た
の
は
、
研
修
医
で
の

出
来
事
で
し
た
。「
病
院
の
場
で
、

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と

い
う
言
葉
が
行
き
交
う
風
景
に
、

率
直
に
感
動
し
ま
し
た
。
医
師
を

志
し
た
の
は
、『
人
の
幸
せ
に
役

立
つ
仕
事
が
し
た
い
』
と
考
え
た

か
ら
で
す
が
、幸
せ
の
前
提
は『
健

康
あ
り
き
』
だ
と
思
い
ま
す
。
一

医
師
と
し
て
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
や
、

幅
広
い
世
代
に
わ
た
っ
て
そ
の

時
々
の
女
性
の
幸
せ
を
支
援
す
る

産
婦
人
科
で
、
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
決
意
し
ま
し
た
」。

　

○
…
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

活
か
し
、「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
チ
ェ
ッ

ク
」（
採
血
や
子
宮
頚
が
ん
検
査
、

エ
コ
ー
な
ど
）
や
、
腹
腔
鏡
手
術

な
ど
も
す
す
め
て
い
ま
す
。
特
に

腹
腔
鏡
手
術
は
、
開
腹
術
に
比
べ

て
手
術
痕
が
小
さ
く
す
み
、
体
へ

の
負
担
の
面
で
も
“
女
性
に
優
し

い
”手
術
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

「
子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢
腫
な
ど
で

手
術
が
必
要
な
場
合
は
、
な
る
べ

く
腹
腔
鏡
手
術
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
優
し

く
語
り
ま
す
。
常
に
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
理
由
を
聞
く
と
、「
以
前
、

患
者
さ
ま
か
ら
『
先
生
の
笑
顔
に

助
け
ら
れ
た
。
先
生
が
担
当
で
良

か
っ
た
』
と
い
う
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
不

安
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
助
け

に
な
る
の
な
ら
、
と
考
え
て
い
ま

す
」。
会
話
の
後
に
、
さ
ら
な
る

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

山村 菜実 医師
 （やまむら なみ）　　　　

康心会汐見台病院
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 専門医

  

ど
の
世
代
に
な
っ
て
も

    

　
女
性
が
求
め
る
幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト

こ
の「
人
」に
聞
く

立
ち
上
が
り
訓
練（
写
真
上
）と
、歩
行
訓
練（
写
真
下
）の
様
子
／
取
材
協
力

な
り
ま
す
。

　

各
療
法
士
は
そ
の
分
野
を
活
か

し
て
、
作
業
療
法
士
は
認
知
症
の

方
へ
の
ケ
ア
も
担
当
し
、
言
語
聴

覚
士
は
発
語
訓
練
な
ど
に
専
門
性

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
ご
希
望
の
方
は
、

是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

　
（
同
）「
こ
れ
は
機
能
回
復
の
例

で
す
が
、
当
施
設
で
は
高
齢
者
の

『
心
』
と
『
体
』
の
元
気
と
、
生

き
が
い
や
役
割
を
も
つ
た
め
の
支

援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

集
団
で
の
生
活
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
、
体
操

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
く

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
方

は
ご
入
院
さ
れ
ず
、
自
宅
療
養
で

疼
痛
が
和
ら
い
だ
頃
に
、
当
施
設

に
通
わ
れ
始
め
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
腰
骨
の
け
が
で
は
通
う

の
も
大
変
で
す
よ
ね
。

　
（
同
）「
当
施
設
で
は
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ご

利
用
者
さ
ま
は
車
椅
子
で
お
通
い

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も

丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
不
安
が
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

　

日
中
に
は
、
歩
行
や
起
き
上
が

り
な
ど
を
中
心
に
、
腰
骨
に
負
担

の
少
な
い
動
作
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
で
は
ご
自
宅
内
で
は
お

一
人
で
杖
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
ら
れ
て
い
ま
す
（
効
果
に
は
個
人
差
あ
り
）
」

　
︱
︱
︱
訓
練
の
成
果
で
す
ね
。

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う

な
症
例
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
（
所
属
の
理
学
療
法
士
）「
実
際

の
例
を
あ
げ
る
と
、
自
宅
で
転
倒

さ
れ
、
腰
を
骨
折
さ
れ
た
方
が
い

　

横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地

域
病
院
の
建
物
の
中
で
、
個
別
ま

た
は
集
団
の
リ
ハ
ビ
リ
を
各
専
門

の
療
法
士
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
に
所
属
す
る
理
学
療
法
士

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
通
い
で
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け

ら
れ
る「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」。送
迎
・
入
浴
・
食
事
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
集
団
体
操
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ふれあい鶴見ホスピタルでは、通所リハビリテーションの利用者
を募集しています。施設の見学や詳細・リハビリの具体的な
相談などは直接、ふれあい鶴見ホスピタルにお問合せください。

ふれあい鶴見ホスピタル ☎045-586-1725鶴見区東寺尾
4-4-22

ちょっとのぞいてみました
高 齢 者 施 設病 院

通所リハ
Vol.４

   脳梗塞を発症し、
体の不自由さから

ご自宅で塞ぎ込んでしまい、
精神的に不安定になっていた方も
作業療法士の専門的な
訓練によって、現在では
元気なお顔が見られます。

国家資格をもつ理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・介護福祉士が、専門性
を発揮して、利用者ごとに適したリハビリテーション・ケアを実施しています。

療法士が精神面の訓練や好きな作業活動を提案。
徐々に打ち解け、今では「通所の日が楽しみ」
との声も聞かれます。

療法士が精神面の訓練や好きな作業活動を提案。
徐々に打ち解け、今では「通所の日が楽しみ」
との声も聞かれます。（注）効果には個人差があります。

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ

「
私
は
こ
こ
が
お
気
に
入
り
で
す
」

実
際
の
住
み
心
地
を
紹
介

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
病
院
の
中
で
日
帰
り
の
専
門
リ
ハ
ビ
リ

2



横須賀

横浜

川崎

新子安

大船

磯子東戸塚東戸塚

関内

茅ケ崎 ふれあい横浜ホスピタル

JR「関内」または
地下鉄「伊勢佐木長者町」徒歩３分

最寄駅

ふれあい鶴見ホスピタル

JR・京急「新子安」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

相模湾

東京湾

☎045-681-5101（担当：看護部 山岡）
kango-yokohama@fureai-g.or.jp問合・申込

ふれあい横浜ホスピタル
横浜市中区万代町2-3-3 

医療法人
回生会

対象：中学生・高校生 看護師・リハビリテーション療法士の体験

☎045-586-1717（担当：大矢・畑山）
tsurumi@fureai-g.or.jp問合・申込

ふれあい鶴見ホスピタル
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22 

医療法人社団
康心会

対象：中学生・高校生 看護師の体験

ふれあい鶴見ホスピタルでは、看護師の職場体験を募集しています。
男女問わず、申し込みも個人からでも学校・友人・

ご近所さん同士からでも、OK！
幅広い学生さんの看護体験を受け入れています。

一日体験 大募集！！

城郷高、白山高、元石川高、鶴見中などの生徒さんが体験されました

人数・ 希望日時はお気軽にご相談ください♪

内容一例

ホテルのような病院で、看護師やリハビリテーション療法士の
仕事を体験してみませんか？
中学生と高校生の体験が人気の理由は、きれいな内装と、
アクセスの良さ（関内駅徒歩３分）に加えて、充実した内容です！
是非、体験を！

※イメージ

血圧・体温・脈拍・呼吸などの測定
参加者同士、または看護師をモデルに
実際に行ないます
ストレッチャー・車椅子の操作
モデルを乗せて、介助や移送
を行ないます

訪問看護サービス

血圧・体温・呼吸・脈拍など
の測定、症状の観察と助言

健康で安全な暮らしの
ためのアドバイス

健康状態の観察 療養生活の相談

糖尿病・高血圧・胃ろう・
人工肛門・各チューブ類・
服薬の管理や、床ずれの
予防・処置

終末期の看護、
認知症の看護など

医学的処置・管理 症状に合わせた看護

安楽な介助方法や介護負担
軽減のための助言

医師への報告や福祉
サービス機関との連絡調査

ご家族の相談と支援 諸機関との調整・連絡

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）

私たちがご自宅に伺います。
住み慣れた環境での
療養生活のサポートを

いたします。
お気軽にご連絡・
ご相談ください。

い
合
わ
せ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か

が
懸
案
事
項
と
し
て
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
当
院
の
救
急
外
来
や
医

師
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
、

総
務
課
な
ど
が
協
力
し
、
問
題
解

決
に
向
け
て
動
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
利
用
希
望
者
は
、
退
院
を

目
前
と
し
た
患
者
さ
ん
が
多
い
の

で
す
か
？

　

Ａ
．
こ
れ
ま
で
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
ご
入
院

さ
れ
て
い
た
患
者
さ
ま
か
ら
の
ご

希
望
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
で
は
、
外
来
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
患
者
さ
ま
か
ら
の
お
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
最
後
に
、
今
後
に
向
け
た

豊
富
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と

り
に
適
し
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
中
か
ら
ご
退
院
後
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
看
護
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
、
多
く
の

方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
訪
問

看
護
の
利
便
性
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
努
力

し
て
い
き
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

し
た
。院
内
の
各
外
来
や
医
事
課
、

総
務
課
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
周
知
し
、
そ
こ
か
ら
患
者
さ
ま

や
通
院
さ
れ
る
方
々
へ
の
広
報
を

始
め
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
そ
う
で
す
よ
ね
。
す
で
に

通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
自

宅
で
の
療
養
や
不
安
解
決
の
た
め

に
訪
問
看
護
を
利
用
し
た
い
、
と

い
う
気
持
ち
へ
の
対
応
を
、
真
っ

先
に
考
え
る
こ
と
に
共
感
し
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
お
か
げ
さ
ま
で
、
在
宅
医

療
を
お
求
め
に
な
ら
れ
て
い
る
患

者
さ
ま
は
多
く
、
実
際
に
訪
問
看

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
ス
タ
ー
ト

当
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
事
業
所
の
不
在
時
に
、
お
問

ま
し
た
が
、
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ

て
の
苦
悩
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
少

し
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

Ａ
．
訪
問
看
護
を
開
始
す
る
に

あ
た
り
、
ま
ず
、
当
院
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
、
通
院
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族
さ
ま
に

最
初
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

　

２
０
１
８
年
２
月
に
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
を
開
設
し
、
同
年
の

初
夏
（
２
０
１
８
年
６
月
）
に
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
の

訪
問
看
護
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

Ｑ
．
開
設
か
ら
１
年
以
上
経
ち

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
昨
年
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
続

い
て
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
ま
し
た
。
開
設
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
利
用
者

の
傾
向
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

入
院
で
は
、
看
護
師
な
ど
が
常

に
ケ
ア
し
て
く
れ
ま
す
が
、
在
宅

医
療
に
な
っ
た
場
合
は
、
食
事
か

ら
服
薬
、
そ
の
他
の
世
話
に
い
た

る
ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
を
家
族
が
サ

ポ
ー
ト
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
在
宅
療
養
に
お

い
て
は
、
本
人
の
事
情
だ
け
で
な

く
、
生
活
を
と
も
に
す
る
家
族
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
不
安
を
抱
え

る
人
は
多
く
、
入
院
中
は
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
可

能
な
環
境
で
す
が
、
在
宅
で
は
瞬

時
の
対
応
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に

は
、「
か
か
り
つ
け
医
」
と
の
密

な
連
携
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
す
。
自
宅
で
療
養
を
す
る
こ
と

は
、
病
院
で
の
生
活
よ
り
も
普
段

通
り
に
過
ご
せ
る
た
め
、
精
神
的

に
安
定
し
ま
す
。
入
院
で
、
不
眠

や
食
欲
の
減
退
な
ど
を
生
じ
る
患

者
は
少
な
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な

面
で
良
い
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

■
デ
メ
リ
ッ
ト

　

し
か
し
一
方
で
、
患
者
が
日
常

的
に
自
宅
に
い
る
た
め
、
そ
の
家

族
に
と
っ
て
の
負
担
は
大
き
く
な

り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
主
治
医
の
指
示
の

も
と
で
、
医
療
処
置
を
行
な
う
こ

と
も
あ
り
、患
者
な
ど
か
ら
の「
自

宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
い
う

内
容
へ
の
対
応
も
あ
り
ま
す
。

■
メ
リ
ッ
ト

　

訪
問
看
護
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
は
、
住
み
慣
れ
た
環

境
で
の
療
養
を
す
す
め
ら
れ
る
と

い
う
最
大
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
の
入
院
で
は
、
他
の
患
者

と
生
活
を
と
も
に
す
る
の
で
、
日

常
的
に
多
く
の
制
限
を
と
も
な
い

　

少
子
高
齢
化
が
急
加
速
す
る

中
、
在
宅
医
療
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
【
訪

問
看
護
】に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
訪
問
看
護
と
は

　

各
事
業
所
で
あ
る
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
か
ら
看
護
師
が
自
宅

に
訪
問
し
、
患
者
の
身
体
状
況
に

応
じ
た
看
護
ケ
ア
を
行
な
う
在
宅

医
療
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

健
康
状
態
の
悪
化
を
防
止
し
た

り
、
回
復
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

指
定
校
推
薦
の
対
策
を
徹
底
解
説

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

病
院
に
設
置
さ
れ
た

　
「
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
」だ
か
ら
で
き
る
こ
と

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
訪
問
看
護

訪
問
看
護
の
良
さ
や
不
安
点
な
ど
を
分
析
！

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分
茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパスふれあい医療福祉研修センター

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）
☎0467-84-0576

問
合
せ

2019年9月4日（水）～12月18日（水）
の毎週水曜日（実習除く）
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館3階「演習室」
（茅ヶ崎市南湖1-6-11／JR茅ケ崎駅北口から徒歩18分）

20名（申込順）
注：定員になり次第、締切
　 （最終８月２８日㈬まで）

60,000円
（税込、テキスト代込）

 介護職員初任者研修  通信制
ス
ク
ー
リ
ン
グ

日 程

会 場

定 員 受講料

０４６７ｰ８４ｰ5９６６

所定の申込書（同校ホームページからダウンロード可）に
ご記入の上、次のいずれかの方法でお申込みください。
FAX 

fureai-kensyu@fureai-g.or.jpメール
〒２５３‒００６１
茅ヶ崎市南湖１-６-１１ 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内
学校法人 湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

郵送

申込み

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ

学生寮（女子）あり

●看護の体験学習
●下田看護専門学校について
●学生生活について
●奨学金の説明
●来春入学のための入試対策 など

内 

容

Shizuoka

ココ

9／28　・11／9　・12／7土 土 土

8／28　13時スタート水

まだまだ熱い！

まだまだ続く！

学校説明会の開催スケジュール

下田看護専門学校の
学校説明会

学
生
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
本
校
の

良
さ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
も
『
学
校
説
明

会
』
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
来
春
入
学
に
向
け

た
入
学
試
験
も
は
じ
ま
り
、
次
回

は
10
月
12
日
㈯
に
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
詳
細
な
ど
は
、
同
校
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
電
話
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

潮
風
香
る
伊
豆
半
島
の
下
田
市

に
あ
る
下
田
看
護
専
門
学
校
で
、

「
学
校
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
に
ち
は
８
月
28
日
㈬
、
時

間
は
13
時
か
ら
。

　

当
日
は
、
看
護
に
関
す
る
体
験

学
習
を
実
施
す
る
ほ
か
、
同
校
や

学
生
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
、
奨

学
金
の
解
説
、
入
試
の
対
策
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

同
校
の
担
当
者
は
、「
本
校
の

と
し
て
、
介
護
職
を
希
望
し
て
い

る
人
の
ほ
か
、
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
人
な
ど
、
毎
回
幅
広
い
受

講
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　

期
間
は
約
３
カ
月
の
通
信
形
式

で
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
通
学
）
は

17
日
間
の
み
。
就
職
時
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
制
度
や
受
講
料
ペ
ア

割
引
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　

仕
事
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家

族
を
介
護
す
る
時
に
も
役
立
つ

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」（
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
の
資
格

を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？
茅
ヶ
崎
市

に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研

修
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
９
月
か
ら

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
研
修
で
は
、
介
護
の
基
本
的

知
識
か
ら
、
応
用
技
術
ま
で
を
学

び
ま
す
。「
介
護
の
入
門
的
資
格
」

伊
豆
半
島
は
ま
だ
ま
だ“
熱
い
”‼︎

下
田
看
護
専
門
学
校

家
族
介
護
に
も
活
用「
初
任
者
研
修
」

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
で
は
、
指
定
校
推
薦
の
願
書

受
付
を
10
月
１
日
㈫
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
て
同
校
は
、
９

月
７
日
㈯
に
「
指
定
校
推
薦
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
。
指
定
校

推
薦
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明

や
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン

ト
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
21
日
㈯
に
は
「
模

擬
授
業
つ
き
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
開
催
。
同
校
で
学
べ
る
各

分
野
（
医
療
／
Ｉ
Ｔ
／
福
祉
／
ホ

テ
ル
／
ブ
ラ
イ
ダ
ル
／
旅
行
／
鉄

道
）
の
授
業
が
体
験
で
き
ま
す
。

　

ど
の
開
催
日
で
も
、
個
別
相
談

が
可
能
な
の
で
、
疑
問
や
不
安
は

同
校
で
お
気
軽
に
相
談
を
。
優
し

く
丁
寧
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
温
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

問
合
せ

JR町田駅徒歩1分！

医療ビジネス観光福祉専門学校

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

POINT！

●実際とほぼ同じ内容の
  「模擬授業」が受けられる
●入試・学費について など

9月7日㈯10：00～12：00
POINT！

●出願条件について ●出願書類の確認 など

指定校推薦説明会指定校推薦説明会

オープンキャンパスオープンキャンパス模擬授業つき

9月21日㈯10：00～12：00

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

JR磯子駅、京急屏風浦駅よりバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
横須賀街道 16

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦
バ
イ
パ
ス

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

8月30日（金）14：00から日 時

会 場 康心会汐見台病院 地下２階 会議室

次回予告
9月下旬開催予定
【講師】 眼科　金田英蘭 医師

「乳がん」「婦人科がん」治療後合併症のサポート ～東洋医学的アプローチ～
　県立がんセンターで漢方サポートセン
ター長を務めた経歴をもつ当院の林医師
が、抗がん剤治療後の末梢神経障害や
内分泌治療、卵巣脱落症状にともなうフッ
トフラッシュをはじめとする更年期障害症
状、関節痛、リンパ浮腫に対する東洋医学
的アプローチについて、詳しくお話します。

講 

師

康心会汐見台病院
脳神経外科 部長
林 明宗 医師
日本東洋医学会 専門医

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

JR東戸塚駅西口より無料シャトルバス
（13時00分、15分、30分）

横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

8月29日（木）13：30～14：30
ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

息切れする病気 ～その息切れ危険かも！？～
　「少し歩いただけでも、最近は息切れを
起こしてしまう」なんていう方はいらっしゃ
いませんか？「息切れ」は、肺や気管支、
心臓に問題があると起こりやすい傾向が
あります。息切れする病気について、当院の
本間副院長がわかりやすく解説します。

次回予告
9月26日（木）13：30～14：30
【講師】 脳神経外科　山本征夫 医師
「脳の怪我について」

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
呼吸器内科
本間 和夫 副院長
日本呼吸器学会 専門医
日本内科学会 総合内科専門医

　 ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃16-8

☎045-827-2637

月 火 水 木 金 土

呼吸器内科

本間和夫
副院長

8：３０～１1：３０

午
前

１３：３０～１６：３０

午
後

担当医

加湿器などの水タンクは、
毎日入れ替えるべし！
エアコンをつけていても、
窓を開けて換気すべし！
エアコンの清掃も
忘れずに…。
入浴後につく浴室の壁の
水滴はタオルで拭くべし！
窓際のほこりやちりまで、
きちんと掃除すべし！
洗面所やキッチンの水滴
を拭き取るべし！

予防５原則
1

2

3

4

5

夏型肺炎夏型肺炎

受付
時間 　

Ｑ
．
効
果
的
な
予
防
策
は
あ
り

ま
す
か
？

　

Ａ
．
夏
型
肺
炎
で
は
、
細
目
な

掃
除
や
カ
ビ
の
除
去
な
ど
が
、
第

一
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
住
ま
い
の
環
境
や

生
活
の
場
所
に
カ
ビ
が
繁
殖
し
て

い
る
限
り
、
治
療
を
行
な
っ
た
と

し
て
も
、
残
念
な
が
ら
症
状
は
続

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
喫
煙
」
も
夏
型
肺
炎

の
天
敵
で
す
。
当
院
で
は
、
禁
煙

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
禁
煙
専
門
外

来
」
も
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
夏
の
風
邪
・
咳
・
息
切
れ
が

気
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　
〈
取
材
協
力
〉

て
判
断
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　

Ａ
．
風
邪
に
酷
似
し
て
い
る
の

で
、
一
般
に
は
判
別
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）の「
呼
吸
器
内
科
」で
は
、

夏
型
肺
炎
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、

Ｃ
Ｔ
や
血
液
の
検
査
を
行
な
い
ま

す
。
治
療
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
薬

物
治
療
の
ほ
か
、
症
状
が
重
い
場

合
は
入
院
治
療
も
実
施
し
ま
す
。

　
Ｑ
．「
夏
型
肺
炎
」
と
い
う
病

気
に
つ
い
て
、
季
節
的
な
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
暑
く
湿
気
が
多
い
６
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、
夏
型
肺
炎
は

発
症
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

自
宅
に
発
生
す
る
カ
ビ
に
最
も

長
く
接
し
て
い
る
専
業
主
婦
の
方

が
、
一
番
か
か
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
る
病
気
で
す
。

　
Ｑ
．そ
の「
夏
型
肺
炎
」な
の
か
、

た
だ
の
風
邪
な
の
か
、
ど
う
や
っ

　

日
本
呼
吸
器
学
会
専
門
医
で
あ
る
本
間
和
夫
医

師
（
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
副
院
長
）
に
、

夏
型
肺
炎
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

し
ま
い
に
は
呼
吸
不
全
に

　

気
づ
か
な
い
ま
ま
「
ト
リ
コ
ス

ポ
ロ
ン
」
を
吸
い
続
け
る
と
、
次

第
に
肺
の
機
能
が
弱
ま
り
、
咳
が

ひ
ど
く
な
っ
て
、
息
切
れ
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
悪
化
す
る

と
肺
が
委
縮
し
、
呼
吸
困
難
か
ら

呼
吸
不
全
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。「
夏
に
な
る
と
毎
年
、
風

邪
を
ひ
く
」
と
い
う
人
は
一
度
、

専
門
的
に
診
て
も
ら
え
る
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

咳
な
ど
風
邪
に
そ
っ
く
り

　

夏
型
肺
炎
は
、
風
邪
と
似
て
い

る
症
状
を
も
ち
、
そ
の
判
別
は
一

般
人
に
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、

風
邪
と
全
く
異
な
る
「
ア
レ
ル

ギ
ー
性
疾
患
」
で
す
。

　

夏
の
高
湿
で
室
内
に
発
生
し
た

カ
ビ
に
は
、「
ト
リ
コ
ス
ポ
ロ
ン
」

と
い
う
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
、
咳

が
出
ま
す
。

　

夏
に
発
症
す
る
も
の
と
い
え
ば

「
食
中
毒
」「
熱
中
症
」
が
思
い
浮

ぶ
と
思
い
ま
す
が
、「
夏
型
肺
炎
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。
夏
に
風
邪
を

ひ
き
や
す
く
、
咳
が
よ
く
出
る
人

は
注
意
が
必
要
な
病
気
で
す
。

康心会汐見台病院
整形外科

森田 守 医師

対
話
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

磯
子
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
整
形
外
科
系
の
疾
患
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

す
る
幅
広
い
病
院
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
て
多
く
の
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、一
般
整
形
外
科
・

外
傷
全
般
の
治
療
の
ほ
か
、
人
工

関
節
に
関
す
る
手
術
治
療
な
ど
も

多
く
経
験
し
て
き
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
骨
や
関
節
、
筋

肉
な
ど
の
「
運
動
器
」
に
関
わ
る

け
が
や
病
気
は
、
先
生
に
診
て
も

ら
え
る
の
で
す
ね
。

　
（
森
田
守
医
師
）「
は
い
。
私
は

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
と
の

森
田
守
（
も
り
た 

ま
も
る
）
と

申
し
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
の
超
高
齢
社
会
に

お
い
て
、運
動
器
疾
患
を
扱
う『
整

形
外
科
』
と
い
う
診
療
分
野
は
、

需
要
が
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
そ
の
果
た
す
役
割
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
森
田
先
生
は
、
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
な
っ
て

き
た
の
で
す
か
？

　
（
森
田
守
医
師
）「
私
は
、
順
天

堂
大
学
の
医
局
に
在
籍
し
、
関
連

　
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
ス
タ
ッ

フ
）「
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
、
当
院
の
整
形
外

科
で
は
、
今
夏
７
月
か
ら
２
名
の

常
勤
医
が
着
任
し
ま
し
た
。
２
名

と
も
に
整
形
外
科
専
門
医
で
す
」。

　
（
森
田
守
医
師
）「
先
月
（
７
月
）

か
ら
、
康
心
会
汐
見
台
病
院
の
整

形
外
科
を
担
当
し
て
お
り
ま
す

　

今
夏
、
康
心
会
汐
見
台
病
院
の
整
形
外
科
に
、
新
し
い
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

宮
原
真
医
師
＝
７
月
号
で
紹
介
＝
と
、
森
田
守
医
師
で
す
。
今
回
は
、
森
田
医
師

の
着
任
の
ご
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
・
整
形
外
科
〉

「
保
存
的
治
療
」
も
、
実
は
整
形

外
科
で
は
か
な
り
多
く
存
在
す
る

の
で
す
。

残
さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
活
用

　

運
動
機
能
の
回
復
を
目
指
す
治

療
は
、
そ
の
一
つ
で
す
。

　

重
篤
な
疾
患
（
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
な
ど
）
や
重
症
な
け
が
（
大

腿
骨
や
股
関
節
の
骨
折
な
ど
）
が

原
因
で
、
そ
れ
に
関
す
る
機
能
が

十
分
に
回
復
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
残
さ
れ
た
運
動
機
能
を
最
大

限
に
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
以

前
に
近
い
状
態
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
す
医
療
サ
ポ
ー
ト

は
、
整
形
外
科
が
担
っ
て
い
る
重

要
な
治
療
内
容
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
」
と
の

協
力
・
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
同
じ
病
院
の
中
に
整
形
外
科

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の

診
療
科
目
や
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
が
理
想
で
し
ょ
う
。

多
く
あ
り
ま
す
。

外
科
的
治
療
と
保
存
的
治
療

　

整
形
外
科
の
治
療
と
い
う
と
、

「
手
術
（
外
科
的
治
療
）」
を
思
い

浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
、
骨
や
関
節
に
対
し

て
行
な
う
「
骨
切
り
術
」「
人
工

関
節
置
換
術
」
の
ほ
か
、
脊
髄
・

脊
椎
に
対
し
て
行
な
う
手
術
や
、

神
経
・
腱
に
対
し
て
行
な
う
手
術

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
切
断
さ
れ

た
指
・
手
・
足
な
ど
を
再
接
合
す

る
手
術
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
手
術
を
行
な
わ
な
い

す
。そ
の「
運
動
器
」と
は
、手
・
足
・

背
骨
な
ど
の
部
位
に
な
り
、
そ
の

治
療
対
象
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉

な
ど
全
身
に
わ
た
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
治
療
の
種
類
も
と
て
も

骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
が
対
象

　

整
形
外
科
は
、
人
体
に
お
い
て

運
動
す
る
器
官
（
運
動
器
）
の
病

気
や
け
が
を
治
療
す
る
分
野
で

　

整
形
外
科
は
治
療
対
象
が
全
身
に
わ
た
る
の
で
、扱
う
内
容
も
幅
広
く
あ
り
ま
す
。

外
科
的
治
療
（
手
術
治
療
）
の
ほ
か
、保
存
的
治
療
も
多
く
、と
く
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
関
係
性
が
深
い
も
の
は
、
他
職
種
と
の
連
携
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

康心会汐見台病院
磯子区汐見台１‒６‒５

☎045-761-3581

整形外科
月受付 火 水 木 金 土

宮原Dr.ほか

宮原Dr. 宮原Dr.

森田Dr.ほか 宮原Dr.森田Dr.ほか森田Dr.

２０１９年７月からの新体制

午前
8：３０～
１2：００

午後
１３：３０～
 １７：００

外科的治療（手術）
整形外科の

保存的治療
整形外科の

など

●薬
●注射
●リハビリテーション など

●人工膝関節置換術
●関節鏡手術
●骨切り術

●人工関節置換術
●関節鏡手術
●骨切り術

カ
ビ
掃
除
は
咳（
夏
型
肺
炎
）に
効
果
的

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
本
間
和
夫 

副
院
長

　

 

毎
年
夏
に
風
邪
を
ひ
く
⁉︎

　
　
　

 「
夏
型
肺
炎
」を
ご
存
知
で
す
か
？

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
整
形
外
科

　

新
し
い
２
医
師
の
診
療
ス
タ
ー
ト

　
　
　

 

今
夏
、診
療
機
能
が
さ
ら
に
充
実
化

　
「
手
術
」や「
リ
ハ
ビ
リ
」

　
　
　
　

整
形
外
科
の
治
療
法
は
幅
広
い
！
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